
シ

シ
ラ
ノ
ダ
志
一
良
回

初
咋
加
に
幽
す
る
街
地
名
。

苅
苧
一
ニ
年
二
用
品
川
三
日
銀
打
下
知
紋
に
、『
能
菅
川
得

間
保
内
志
良
川
地
問
問
尼
心
掛
桝
代
制
頼
、
与
得
凶

χ
=

郎
主
時
伐
…
子
息
彦
二
郎
訳
認
、
相
論
志
内
民
間
村
山

地
所
常
米
以
下
旗
。
』
明
徳
二
年
入
用
十
一
日
波
紋

に
、
『
殻
渡
能
殺
附
得
川
保
内
代
間
村
名
川
郡
。
』
郎

永
四
年
十

一
月
悲
久
利
自
に
、『
能
積
凶
得
川
保
内

一

分
地
間
取
前
出
剛
山
山
庄
名
川
、

商
品
庄
内
小
柴
村
資

分
地
制
服
、
土
川
庄
内
上
村
草
分
地
問
股
之
事
。
』
胞

永=一
イ

一
年
六
月
十
二
日
波
紋
に
、
『
能
殺
凶
刑
制
咋
術

得
制
保
代
出
之
内
女
子
分
故
渡
刷
品
之
本
。
』
貞
治
苅

年
四
且
サ
一
品
日
談
以
に
、『
と
く
た
の
ほ
う
し
ら
の
凹

む
ら
。
』
正
和
元
年
八
且
官
出
日
制
献
に
、『
と
〈
た
の

う
ち
し
ら
の
た
の
む
ら
。
』
天
正
十
六
年
十
一
且
六
日

前
川
利
家
の
利
放
に
、『
一
矢
凶
村
、

一
院
内
初
、

一

し
な
の
閉
村
、
一
苫
々
。
』
こ
れ
ら
の
芯
良
川
・
白
野
川・

代
町・
し
ら
の

m・し
な
の
聞
は
皆
閉
じ
〈
、
後
開
制
抑

シ
L
T

ン
タ

じ
て
代

m村
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

シ
ラ
ノ
ダ
シ
ョ
ウ
白
野
田
庄

J
Y
ラ
ノ
〆

芯
良
川
。

シ
ラ
ハ
ゲ
白
禿

臥
主
制
阿
出
郷
に
悩
す
る
郎

官
問
。シ
ラ
ハ
ゲ
ヤ
マ
白
冗
山

河
北
端
の
東
南
殴
王

結
び
て
、
し
ら
山
の
い
廿
の
と
こ
し
な
へ
に
絶
ず
、
税

制
の
池
の
千
代
か
け
て
陥
る
こ
と
な
か
ら
ん
と
、
大

山
祇
に
持
ひ
怒
り
て
か
〈
川
町
る
も
の
な
ら
ん
か
し
。
』

と
方
間
安
信
が
序
の
巾
に
由
聞
い
て
ゐ
る
。
来
信
は
純

室
で
あ
る
。

シ
ラ
ネ
ノ
ハ
ル
白
根
白
春

一

加

。
仙
人
資
札

の
金
祁
に
於
け
る
谷
帖
で
、
序
も
政
も
な
い
。
抱
政

九
-J
巳
脊
の
印
行
。
文
則
木
に
は
政
十
成
午
容
の
印

行
の
も
の
も
あ

0
、
共
に
京
副
会
太
兵
衛
の
桜
で
あ

司
令
。

フ

山
の
北
に
辿
る
。
お
さ
制
上
測
定
八
八

O
米
。
制
上

の
一
部
に
草
木
を
生
ぜ
ぬ
か
ら
白
児
の
名
が
あ
台
、

石
造
の
小
剥
が
あ
っ
て
縦
割
と
聡
せ
ら
れ
る
。

山
間

そ
の
頂
上
以
商
は
第
三
紀
肘
で
、
南
東
は
石
英
相
商

岩
で
あ
る
。
金
持
人
は
白
冗
山
・
望
稲
山
鮒
一
丸
を
概

し
て
同
国一
十
一
山
と
い
ひ
、
地
問
の
附
山
王
山
を
拠
開
山
正
と

い
う
て
ゐ
る
。

シ
ラ
ハ
マ
自
演

腿
応
縦
三
引
保
に
臨
す
る
部

古
川
。
川
出
名
は
白
出
市
制
批
の
あ
る
よ
り
起
る
。
能
鷲

名
跡
芯
に
、『
白
川
山
村
、
往
来
也
。
白
比
古
前
社
立
給

ふ。
』
と
記
す
る
。

シ
ラ
ハ
マ
イ
シ
白
涜
石

臨
応
部
自
前
か
ら
産

す
る
石
材

o
m石
安
山
岩
に
し
て
‘
附
聞
色
を
袋
一

L
、

民
縦
め
て
掛
刷
出
m
で
あ
る
。

シ
ラ
ハ
マ
ガ
ハ
白
涜
川

出
応
部
深
見
領
の
平

抑
谷
内
か
ら
出
で
、
白
山
山
で
椛
に
入
る
。
杭
桜
四
粁
。

シ
ラ
ヒ
ゲ
ジ
ン
ジ
ヤ
自
給
神
社

金
制
仰
木
，
新
保

の
琵
土
利
で
、初
め
石
川
川
安
江
村
に
在
っ
た
が
、凶

治
二
年
出
川
勘
兵
術
の
上
ゲ
地
な
る
今
の
腕
に
移
っ

た
。
も
と
則
自
民
吉
宗
持
別
院
が
準
日

L
、
明
治
苅

年
柳
川
抑
制
出
前
縦
止
の
後
枇
寺
の
能
界
を
立
て
た
。

シ
ラ
ヒ
ゲ
マ
へ
白
一括一間

金
禅
白
察
制
祉
の
前

沼
で
あ
っ
た
川
を
い
ふ
。
又
此
の
枇
の
別
指
は
持
明

院
で
あ
っ
た
L

め
、
持
別
院
前
と
も
呼
ん
だ
。
今
は

木
，
新
保
六
番
〕
で
あ
る
。

シ
ラ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
白
比
古
紳
社

臨
応
部
自

出
に
鎮
座
す
る
。
籾
野
郡
紋
に
、『
成
和
五
年
六
且
十

日
卜
部
宿
副
開
策
炭
奏
勉
ト
御
向
御
卜
云
々
。
能
鷲
凶

白
山
古
訓
一
古
々
。
』
式
内
町
守
山
由
耐
記
に
、
『
由
地
古
訓

枇
。
式
内
一
座
。
三
引
保
白
山
山
村
銀
座
。
群
=
石
船
明

制
。
今
問
桝
=
由
一
路
明
称
。』
と
あ
る
。

シ
ラ
ピ
ヨ
ウ
シ
白
銅
子

加
賀
凶
か
ら
白
拍
子

を
出
し
た
こ
と
は
、
平
家
物
山市
に
前
磁
の
妓
王
・妓

シ
ラ
ヤ
マ
白
山
(
一
〉
総
記

l
白
山
は
加
到
の
東

南
に
在
っ
て
、
山
簡
は
飛
蜘
・
越
前
二
凶
に
跨
る
。

そ
の
中
央
第
一
郎
を
御
前
岳
と
い
ひ
、
北
に
大
枚
岳

が
あ
り
、
隔
に
別
山
が
あ
る
。
御
前
岳
の
麓
は
枇
陣
織

系
で
あ
る
が
、
牢
版
以
上
は
角
閃
安
山
岩
で
、
高
さ

二
七

O
二
米
、
頂
に
白
山
比
時
称
枇
の
拠
耐
が
銀
座

す
る
。
こ
の
山
は
宙
来
名
山
で
、
源
平
仲
間
袈
紀
に
は

北
凶
第
一
の
識
的
と
も
、
日
本
川
県
裂
の
駆
的
と
も
記

載
す
る
。
越
の
白
峰
・越
の
高
峰
・越
の
大
山
な
ど
皆

白
山
の
一
各
で
あ
る
。
色
猿
字
額
抄
に
は
、『
白
山
者

山
総
之
制
秀
也
。
在
=
業
協
飛
関
越
前

加
到
越
巾
等

五
凶
縫
-
突
。
県
高
不
v

知
=
幾
千
加
↓
共
川
瓦
=
数
百

塁
。』
と
い
ふ
が
、
そ
の
発
破
・越
中
に
跨
る
と
す
る

も
の
は
践
で
あ
る
。

。
一
〉
所
屈
の
沿
革
白
山
は
も
と
越
前
凶
加
賀
郡
に

函
L
て
ゐ
た
が
、
弘
仁
十
四
年
三
且
越
前
同
江
沼

・

加
到
二
郎
を
附
い
て
加
賀
凶
を
鼎
也
君
、
同
年
六
且
加

制
副
総
の
内
八
郷
一
瞬
を
州
い
て
石
川
郡
を
笹
い
て
か

ら
、
石
川
郡
に
邸
ず
る
こ
と
L
な
っ
た
。
放
に
二
僚

天
謀
長
克
元
年
に
醐
叫
ん
だ
白
山
記
に
、『
加
到
同
石
川

女
を
出
し
た
こ
と
を
述
べ
た
次
に
、
『
か
〈
て
三
年

と
い
ふ
に
、
叉
白
拍
子
の
上
手
出
で
来
た
り
。
加
到

の
凶
の
者
な
り
。
名
を
ば
仰
と
ぞ
巾

L
け
る
。
年
十

六
と
ぞ
問
え
L
。
京
中
の
上
手
之
を
見
て
、
音
よ
り

多
く
の
白
拍
子
は
見
し
か
ど
も
、
か
と
也
鮮
の
上
手

は
未
だ
見
ず
と
て
、
世
の
人
も
て
な
す
こ
と
斜
な
ら

ず
。
』
と
言
う
て
居
る
が
、
そ
れ
棋
の
名
手
が
出
た
か

ら
に
は
、
他
に
い
〈
ら
も
白
拍
子
も
民
た
の
で
あ
ら

う
と
考
へ
ら
れ
る
。

シ
ラ
フ
白
生

J
Y
一
ア
ヲ
白
隠
。

シ
ラ

Z
ネ

白

峰

能
地古
都
白
山
下
に
回
附
す
る
牛

白
・風
嵐
二
部
訴
を
、
明
治
中
に
合
例
し
て
自
陣
と

黙
し
た
。

四

州
柑
味
怨
郷
有
二
名
山
。
刷
凱
=
白
山
。』

と
あ
る
。
然
る

に
天
一
止
七
年
越
削
の
街
中
山
柴
山
勝
家
、
加
到
の
一
授

を
征
伐
す
る
伐
谷
向
か
ら
出
兵
L
、
風
胤
・
午
首

・

ぬ
・
下
凶
阪
・
肌
匂
谷
・
深
制問
・
笠
谷
・
}乱
叫昨品
・
二
口・

女
原
(
以
上
田
谷
〉
・新
保
・須
納
谷
・丸
山
・
紋
・
小
限

ハ以
上
束
谷
〉
及
び
制
戸
の
十
六
タ
村
は
之
に
印
刷
L
た

が
般
に
、
是
等
は
元
来
能
架
部
な
る
も
制
後
越
前
大

野
柑
に
鳳

L
、
附
し
て
能
楽
部
荒
谷
・
陪
添
は
石
川

郡
吉
野
・佐
民
・制
彼
・
市
限
・木
訓
川
・
中
宮
と
共
に
加

賀
で
あ
っ
た
。
次
い
で
明
回
目
元
年
越
前
加
到
二
滞

の
聞
に
侃
上
榊
澗
の
柏
取
に
関
す
る
事
訴
を
お
起

し
、
究
文
入
年
九
松
市
民
自
地
断
資
の
結
果
山
域
の
終
界

を
定
め
、
能
楽
制
荒
谷

・
地
添
と
、
越
附
大
野
部
別

記
十
六
今
村
と
を
併
せ
て
、
凡
べ
て
白
山
下
X
は
白

山
総
と
名
づ
け
、
之
を
掠
附
直
仰
と
し
て
制
上
と
共

に
郡
名
を
唱
へ
ざ
る
こ
と
に
し
た
。
後
明
治
五
年
七

月
政
府
は
そ
の
所
管
を
定
め
る
路
、
石
川・
足
刑
制
耐

慌
を
し
て
踏
査
せ
し
め
、
間四
上
及
び
山
部
十
八
γ

村

凡
ベ
て
加
到
能
美
山
た
ら
し
め
た
。

。
ニ
〉
名
郡
刊
白
山
の
名
は
、
問
仙
台
の
絶
え
ぬ
お
に
起

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
色
説
字
額
抄
に
も

『
天
地
問
削

陰
夏
有
ν

主
。
州
首
如
ν
忘
=
山
山
説
。
故
臼
z
白
山
。』
と
見

え
、
元
亨
料
部
の
和
併
に
も
、『
革
法
考
日
。

加
到
凶

白
山
公
不
ν
的
故
名
。
』
と
あ
る
。

山
名
の
訓
み
方
は
、

前抑
制
刷
出
に
之
良
夜
蝉
と
あ
る
と
、
別
名
脱
出
山
比
昨

耐
枇
の
畑
町
制
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
然
る
に

寛
文
以
降
に
京
つ
て
は
、
山
名
に
ハ
ク
サ
Y
と
い

ひ
、
枇
川
町
に
Y
-
フ
ヤ
マ
と
稿
す
る
の
悦
習
が
起
り
、

今
日
も
亦
そ
の
泊
り
で
あ
る
が
、
木
綿
に
於
い
て
は

宗
引
の
似
立
の
お
印
刷
ね
シ
ラ
ャ
マ
と
し
た
。

〈
四
〉
鷲
山
者
の
初
見

l
作
和
天
袋
天
長
九
年
白
山
三

方
の
府
副
部
が
聞
か
れ
た
を
見
て
も
、
常
時
飢
に
閉
山
上

に
詣
拝
す
る
者
の
あ
っ
た
・」
と
-
は
勿
論
で
あ
る
が
、

一


